
昭
和
詔
年
度

販
売
士
(
一
級
検
定
要
領

試
験
日

萪
目
別
の
合
格
を
さ
れ
て
い
る

筆
記
昭
和
認
年
2
月
器
日

方
は
科
目
別
合
格
証
明
書
を
添
付

午
前
九
時

す
る
こ
と
〕

面
接
ガ
 
2
月
麗
日

受
付
場
所

当
所
検
定
課
ま
で

午
後
一
時
三
0
分

受
験
料
二
六
0
0
門

(
T
E
L
⑳
六
二
三
一
)

試
験
場

第
貌
回

^
一
^
 
t
、
、
討
、
、

面
撫
蚕
商
工
会
需

珠
算
能
力
検
定

受
付
期
間

昭
和
聡
年
1
月
M
e
1
同
即
日
試
験
日
昭
和
認
年
2
月
5
日

午
前
九
時
よ
り

申
入
手
続

申
込
書
(
当
所
倫
付
け
)
に
必
試
験
場
県
立
短
期
大
学

(
奈
良
市
船
橋
町
)

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
写
真
(
5

伽
X
5
伽
上
半
身
脱
帽
岐
近
一
年
受
付
期
間

以
内
撮
彰
)
を
貼
什
し
、
受
験
料

^
^
^
^
^
月
5
日
1
^

と
共
に
提
出
す
る
。

和
認
年
1
月
口
日
ま
で

そ
の
他
詳
細
は
当
所
検
定
係
ま
で

〔
な
お
、
前
回
の
一
級
検
定
試
験

本
融
資
制
度
は
、
奈
良
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導

度

を
受
け
て
経
営
改
善
し
、
事
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と

お
考
え
の
方
々
に
、
必
要
な
小
口
の
事
業
資
金
を
、
商

制

工
会
議
所
会
頭
の
、
推
薦
で
国
民
金
融
公
伸
よ
り
無
担

資

保
・
無
保
証
人
で
お
貸
し
す
る
も
の
で
す
。
詳
細
は
当

融

所
中
小
企
業
相
談
所
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
貸
付
対
象
マ
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
の
数
が
、

ナ

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
二
人
以
下
、

Ⅱ手

製
造
業
そ
の
他
で
は
五
人
以
下
の
小

有

企
業
者
で
あ
る
こ
と
。

も

マ
小
規
模
企
業
者
で
、
そ
の
経
営
内

容
が
小
企
業
と
同
様
の
実
態
に
あ
る

と

も
の
。

つ

◎
資
金
使
途
設
備
資
金
・
運
転
資
金

も
◎
貸
付
倒
度
額
二
五
0
万
円
以
内
(
運
転
資
金
は

こ

一
五
0
万
円
以
内
)

者
◎
利
率
年
七
・
 
0
%
、
、

◎
返
済
期
限
設
備
資
金
三
年
六
力
月
以
内
(
六
力

業
彫
据
置
)
、
運
^
資
金
二
年
以
内

企
◎
担
保
・
保
証
人
不
要
(
信
用
保
証
協
会
の
保
証

ト
も
い
り
ま
せ
ん
)

◎
貸
出
機
関
国
民
金
融
公
庫

●
明
、
盲
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
島

'i''

'''

1

J

、」ノ

一
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
t
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
j

女

.

.

.
"

上月

男

"

''

計

登
1
N
W
路

当
初
事
業
の
一
つ
に
業
者
紹
介
と

い
う
業
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

全
国
的
な
組
織
を
、
つ
会
議
所
な
ら

で
は
の
メ
リ
ツ
ト
の
一
つ
で
あ
る
と

忠
わ
れ
ま
す
▼
そ
こ
で
、
こ
の
メ
リ

ツ
ト
を
生
か
し
、
超
輩
務
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
た
め
、
日
刊
工
業
新
聞

の
協
力
を
得
て
『
光
り
た
い
・
買
い

た
い
』
樹
の
掲
載
希
望
名
を
募
る
こ

と
に
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
△
互
戚

所
問
の
連
振
と
新
聞
の
も
つ
媒
体
力

で
商
取
引
の
場
を
広
く
提
供
し
く
く

れ
る
も
の
で
す
▼
掲
載
ご
希
望
の
方

は
、
要
領
(
三
ペ
ー
ジ
参
照
)
を
御

一
読
の
う
え
、
ど
し
ど
し
誘
会
誠

所
二
「
-
ー
ス
係
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
し
。

0

月

目

7

目

項

数

月

足

件

8

(

充
客

4

紹

乗

4

月

'
ー

4

月

8
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、
■
;
■
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=

一
日
.

一
入
一

駅良一刀鉄国要摘

9

＼

、

発
行
所

奈
良
市
登
大
路
町

部
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
者小

谷
武
芳

一

と
き

＼

J

＼

、

"

、
 
J

、

ノ

一

"

■
:
.

月

」

Ⅱ牙月

J

凡

"

J
 
.
"

十
一
月
二
十
四
日
(
木
)

午
後
二
時
t
四
時
ま
で

当
所
五
階
大
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

一

゛

8

月

一一
、

J

J

.1'

ノ
＼

、

.
'

9

号

一

印
刷
所共

同
精
版
印
刷
鵠

一
部
五
十
円

『
日
本
経
済
と

中
小
企
業
』

、jノ

経
済
需
家
土
屋
清
氏 (

ま
す
ま
す
充
実
1

゛
ー

J

J

、

マ
ル
経
資
金
融
資

只
今
受
付
中

ー
ノ
゛
ー
ー

"

現
在
、
綜
合
政
策
研
究
会
理
事
長
、
中
東
経
済
研
究
会
理
事
長
。
産

業
構
造
審
議
会
、
経
済
審
議
会
、
干
不
ル
ギ
ー
審
議
会
等
の
政
府
関

係
調
査
会
審
壁
耒
客
貝
を
タ
ノ
く
霧
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
も
活

躍
中
。

、

【
講
師
紹
介
】

明
治
四
十
三
年
生
ま
れ
。

東
京
都
出
身
。
東
大
卒
、
朝
日

新
聞
政
経
話
者
ゞ
器
委
員

を
経
て
昭
和
三
十
九
年
サ
ソ
ケ

イ
新
聞
に
移
り
、
専
務
取
締
役

編
集
貸
需
説
主
幹
。
四
十

四
年
サ
ン
ケ
イ
光
。

1

収
容
人
員
二
百
生
十
人
。
満
員
四
節
は
1
場
を
お
断
山
サ
る
こ
と
が

あ
り
主
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
お
含
み
お
き
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】
査
商
工
会
議
所
・
奈
良
商
工
会
需
友
好
倶
楽
部

(
三
ペ
ー
ジ
去
尽

1

欠
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経済論演会
来年度中小企業対策決まる
日刊工業新聞「売りたい・買いたい」欄新設
1ミ ・雑感「良L寸京がし六い」
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マル経資金融資

511

967

161

428

2,035
302
0.48

124.6

270

603
107

426

1,851
281

0.33

則年比
(%)

△ 24.1
△ 28.フ
28.2

△ 5.2
△ 10.6

△ 10.6
△ 0.18

-12 -

上昇率
対前年同

区分

奈良会議所ニュース昭和52年Ⅱ月10B (毎月1回10口発行)
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金額

乗客
乗客

^、、^.▲^^^^^.▲^.、^゛'●

奈良県倒産状況 9月興信所
■而麺聖 件数

前年同月

(内整理を含を負債1,000万円以上)
乗客数四月)

5億8,000万円

・＼

2億4,000万円

Ij炉里E

15億
1,000万円

奈良市消費者物価指数

総合 対前月比

-0.2114.6

(国鉄奈良駅・奈良交通)(/0

12,]63502,759

奈良交通名所めぐり

奈良公園

8月

114.6

429,352 [

奈良一法隆
寺一西ノ京

5.8

食料住居光熱

8,117

職業紹介状況四月)
(学卒パートを除く)

6.5

108.5

4,510

113.1

109.6

3,349

月間有効求人数

(昭和50年=10の

新規求職者数

116.フ

115.フ

被服

月間有効求職者数

有効求人倍率

111.8

116.フ

雑費
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昭
和
五
十
三
年
度
の
中
小
人
業
政

策
の
重
点
が
決
の
よ
う
に
決
ま
っ

た
。一

、
中
小
企
業
の
経
営
安

定
対
策
の
推
進

H
連
鎖
倒
産
防
止
対
策

最
近
の
中
小
傘
を
め
ぐ
る
厳
L

い
経
営
環
境
に
か
ん
が
み
、
一
定
の

掛
金
を
納
付
し
た
中
小
璽
票
、

取
引
先
人
業
の
倒
誓
よ
っ
て
売
掛

偵
依
¥
の
回
収
に
支
陣
を
生
じ
た
場

介
、
穫
み
立
て
元
掛
金
の
額
尿
じ

て
、
無
担
保
、
無
保
証
、
無
利
息
の

迅
速
な
貸
H
給
付
を
受
け
る
こ
上
が

で
き
る
巾
小
傘
連
鎖
倒
唯
防
止
共

済
制
度
(
仮
称
)
を
新
た
に
創
設
L

中
小
傘
の
連
鋏
倒
産
の
防
止
を
図

る
こ
と
と
す
る
0

凶
中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
助
成
制

度
の
創
設

国
の
特
定
の
政
策
昌
的
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
方
の
実
N
即
し

き
め
細
か
な
配
憲
を
講
ず
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
る
分
野
(
釜
産
業
対
策

組
合
共
同
東
業
対
策
、
大
型
店
進
出

対
策
、
東
菜
転
換
対
策
下
詰
取
引

適
正
化
対
策
)
に
お
け
る
中
小
傘

の
資
金
需
要
に
膳
十
る
九
め
、
国
と

来
年
度
中
小
企
業
対
策
決
ま
る

都
返
仟
県
が
拠
出
し
た
資
t
備

金
融
機
関
に
一
器
L
、
民
問
金
融
機

関
の
資
金
を
右
効
に
活
用
す
る
こ
と

に
ょ
り
、
当
咳
預
託
額
の
数
倍
を
R

剣
か
つ
低
利
で
中
小
企
業
名
に
貸
L

付
け
る
中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
助

成
制
度
(
仮
称
)
を
創
設
す
る
。

国
小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融
資
制

度
の
拡
充

小
傘
等
響
改
善
資
金
融
"
柄

摂
に
つ
い
て
、
貸
付
規
模
の
拡
六

、、

(
四
、
七
0
0
億
円
←
五
、
 
0
0
0

億
門
)
、
貸
付
限
度
の
引
上
げ
(
二

π
0
万
円
←
三
0
0
万
円
)
、
貸
付

期
問
の
延
反
(
諾
資
釡
三
年
六
ケ

月
以
内
←
四
年
以
内
、
穏
資
金
二

年
以
内
←
.
一
年
六
ケ
月
以
内
)
戸
禽

る
。ニ

、
小
規
模
事
業
対
策
の

推
進

田
経
営
改
善
普
及
事
業
の
推
進

経
営
改
善
普
及
事
き
つ
い
て
は

そ
の
効
果
的
な
没
透
を
図
る
た
め
、

人
的
指
遵
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
と

L
、
そ
の
た
め
、
経
営
訴
一
員
父

増
員
及
び
待
遇
改
善
等
を
図
る
。

ま
た
、
商
工
会
等
か
、
そ
の
地
域

と
の
連
惜
を
深
め
、
地
域
の
美
及

ノ

(

び
文
化
の
向
上
に
資
す
る
活
動
県

進
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
活
動
.
上
体

と
し
て
の
青
年
都
、
婦
人
部
の
柄
動

を
助
成
す
る
。

⇔
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
拡
充

加
入
、
在
篤
音
の
累
増
に
伴
・
つ
嘔

務
誓
増
大
好
処
す
る
た
め
冬

哩
体
制
の
整
備
、
大
都
市
地
区
を
重

点
と
し
盲
及
活
動
を
充
実
t
る
。

国
設
備
近
代
化
の
推
進

小
枇
傘
の
設
備
近
代
化
を
慰

力
に
推
進
す
る
た
め
、
設
催
近
代
化

資
金
及
び
設
備
資
与
制
度
に
つ
い
て

貸
付
限
度
額
の
引
上
げ
を
行
う
。

Ξ
、
組
織
化
対
策
の
推
進

従
来
の
宛
策
に
加
え
、
新
た
に
活

路
開
拓
調
査
指
導
喜
業
を
創
設
」
、
,

る
。
中
小
企
業
は
、
事
業
転
換
、
新

商
品
新
技
術
、
新
膓
等
新
六
な
活

路
の
開
拓
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

た
め
の
調
査
研
究
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
件

成
等
J
瓢
合
を
活
用
し
て
共
同
L
て

行
う
場
介
、
そ
れ
が
矧
滑
に
実
聖

き
る
よ
う
定
額
の
補
助
を
行
う
。
ま

^
、
^
^
^
^
巳
日
^
^
^
^
^
^
^
^

改
善
な
ど
指
導
体
制
の
充
{
夫
を
図

る

た
、
設
備
共
同
冬
講
業
及
奪
定

一
謄
化
事
業
の
都
道
府
県
負
担
割
合

の
雌
減
を
図
る
。

⇔
新
技
術
実
証
制
度
の
創
設

公
設
試
験
研
究
機
関
の
研
究
開
発

の
成
果
む
ス
ム
ー
ズ
に
璽
化
で
き

る
よ
う
研
究
成
果
に
つ
い
て
そ
の
有

効
性
を
実
証
L
、
中
小
企
業
へ
の
移

転
を
促
進
す
る
六
め
、
当
該
技
術
の

傘
化
開
発
を
中
小
傘
振
興
*
業

団
が
行
う
。

五
、
指
導
事
業
の
強
化

■
診
断
・
指
導
事
業
及
び
研
修
事
業

都
道
府
県
・
政
令
指
定
市
が
行
う

経
営
の
診
断
・
指
導
事
業
に
っ
い
て

墜
改
善
診
断
の
創
設
、
指
導
員
の

増
員
等
力
」
図
る
と
と
も
に
、
商
業
従

市
者
の
た
め
の
短
期
特
別
研
修
を
創

設
す
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
振
興
事

詣
の
肝
修
事
業
の
払
充
に
関
し
、

関
西
地
区
に
研
修
施
設
を
設
置
す
る

た
め
五
十
二
年
座
に
引
統
き
研
修
棟

等
を
建
設
す
る
。

六
、
下
請
中
小
企
業
の
振

興
'
企
釜
興
協
会
に
ょ
る
下
請

取
引
の
^
施
を
強
化
す
る
た
め
、
緊

急
広
域
受
注
斡
施
事
業
を
実
施
t

る
。
ま
た
、
下
請
代
金
支
詮
得

防
止
に
基
つ
く
調
査
対
象
の
大
幅
増

加
を
図
り
、
新
た
に
取
締
り
を
数
ギ

化
す
る
た
め
系
列
検
査
の
導
入
等
を

図
る
。
さ
ら
に
、
下
詰
中
小
人
業
振

興
法
に
基
つ
く
振
興
基
準
の
徹
底
、

望
ま
し
い
下
請
取
引
の
ル
ー
ル
確
立

の
九
め
地
区
別
の
「
下
請
振
興
現
地

懇
鑒
」
を
開
催
す
る
。

七
、
中
小
小
売
業
対
策
の

推
進

大
型
店
の
進
出
等
中
小
小
光
朶
を

と
り
ま
く
環
境
の
変
化
に
対
嵯
き

る
よ
う
中
小
小
需
幹
の
体
質
強

化
を
図
る
た
め
、
従
来
の
施
策
に
加

え
、
商
店
街
の
各
種
近
代
化
事
き

関
t
る
計
画
策
定
を
促
進
す
る
た
め

の
補
助
、
ボ
ラ
ソ
タ
リ
ー
・
チ
エ

ン
加
盟
店
施
設
倫
雅
融
資
の
対

象
へ
の
追
加
、
関
係
法
律
の
適
切
な

運
用
に
ょ
る
大
規
模
店
と
中
小
小
光

商
と
の
紛
争
の
調
整
を
図
る
。

ハ
、
金
融
対
策

政
府
系
中
小
<
業
金
聖
機
関
の

貸
付
規
模
の
拡
大
、
商
工
中
金
に
対

四
中
小
企
業
振
興
事
業

団
の
運
営

田
中
小
企
業
構
造
の
高
度
化
の
推
進

描
造
的
要
因
に
ょ
り
事
業
活
敷

低
迷
し
て
い
る
産
地
の
誕
転
換
を

円
滑
に
進
め
る
と
と
も
に
、
辻
艮
陛

地
に
新
規
に
中
小
企
業
を
誘
致
す
る

た
め
の
助
成
制
度
を
創
設
す
る
。
ま

が
く

す
る
金
利
引
下
げ
の
た
め
の
出
資
等

を
行
う
。
ま
た
、
中
小
企
業
信
用
保

険
の
付
保
限
度
額
の
引
上
げ
、
信
用

保
証
協
会
の
信
用
補
完
機
能
充
実
の

た
め
の
保
険
公
庫
に
対
す
る
出
資
を

行
う
。

九
、
そ
の
他

巾
小
企
業
経
営
者
、
従
業
員
に
対

す
る
能
康
保
持
、
一
鞭
の
充
実
を
図

る
た
め
、
巡
赫
県
が
設
立
す
る

「
中
小
企
業
健
康
福
祉
セ
ソ
タ

(
阪
称
)
」
に
指
導
員
を
配
置
し
、

中
小
企
業
を
対
象
と
し
た
健
康
管

埋
、
,
儲
祉
に
関
t
る
各
種
の
相
談
、

指
導
、
 
P
R
、
福
祉
施
勢
斡
施
等

の
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
、
所
要
経

費
に
関
し
て
補
助
を
行
う
。

ハ
＼

ノ
.

3

1

日
刊
工
業
新
聞

「
売
り
た
い
・
一
貝
い
た
い
」
欄
新
設

2

、
〕
」
ー
」
↓
入
 
k
 
1
 
-
,
 
r
 
J
 
L
 
,
、
ー
[
、
、
ー
】
「
 
J
 
气
 
1
 
[
、
【
]
 
L
 
」
、
[
)
〔
、
、
,
/
 
L
 
、
}
、
】
 
L
 
]
イ
」
弌
]
ー
]
 
L
 
]
、
、
 
k
 
】
ー

、
(

こ
の
た
び
、
日
刊
1
業
新
閣
で
は

全
国
商
工
会
際
の
会
員
を
対
象
に

三
元
り
た
い
、
買
い
た
い
』
と
い
う

希
望
を
無
料
で
掲
載
す
る
こ
と
に
な

り
、
掲
載
希
望
名
を
募
っ
て
お
り
ま

す
。

こ
れ
は
、
会
員
企
業
の
合
埋
化
に

少
し
で
、
役
立
て
た
い
と
い
う
趣
旨

で
、
例
え
ぱ
、
割
箸
製
造
機
を
買
い

た
い
が
、
販
売
元
を
知
り
た
い
。
ま

た
、
自
社
'
の
不
要
機
械
を
讓
り

た
い
が
、
と
い
ハ
た
希
望
を
日
刊
上、

目

業
新
聞
に
掲
載
し
て
、
光
り
た
L
ネ

手
、
買
い
た
い
相
ヂ
を
見
つ
け
る
機

会
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

会
員
の
中
で
、
こ
の
欄
を
利
用
し

た
い
と
希
望
さ
れ
る
向
き
は
、
次
の

要
領
を
厳
守
の
う
え
、
当
所
会
議
所

、
 
X
 
)

行現名

合且0ず

度

企
業
に
お
け
る
通
常
の
取
扱
い
製
品

(
商
品
)
の
取
引
に
係
る
も
の
な
ど

宣
伝
L
仏
告
を
目
的
と
t
る
も
の
に

つ
い
て
は
掲
載
し
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
の
点
あ
ら
か
じ
め
お

含
み
下
さ
い
。

資

・
申
込
み
要
領
・

官
製
ハ
ガ
キ
に
「
日
刊
立
新
開

掲
載
希
望
」
と
ぎ
い
た
上
、
次
の
琳

項
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

一
、
「
売
り
た
い
」
父
は
「
買
い
た

し
」
を
明
記

場
資

工

樹男ト
ナ1

ニ
ユ
ー
ス

係
へ
お
申

し
込
み
下

さ
れ
.
は
、

お
取
汰
ぎ

し
た
し
ま

す
。な

お
、

0

モ

部

日
刊
工
業
新
聞
掲
載
希
望

「
売
り
た
い
」

物
井
1
中
古
ス
チ
ー
ル
デ
ス
ク

二

取
引
数
量
1
十
組

三四
企
業
名
・
o
o
n

奈
良
市
0
0
町

T
E
L
 
O
0
0
0
0

担
当
日
本
太
郎 三

、
取
引
単
位

四
、
企
業
名
(
所
在
地
・
電
話
)
と

担
当
旨
名

の
う

も
よ

の
し

な
ま

ん

し
み
使

店
夫

支

き
こ
1

第Ⅱ0号(第三種郵便物認可)

県制度融資貸付利率引下け
県では、制度融資の貸付利率を10月5日から次のように変更

する。

制

中小企業合理化資金

中小企業長期安定化資金

中小商業振興資金

奈良会議所ニュース昭和52年Ⅱ月10Ξ(毎月1回10口発行)

小規模事業者小口簡易融資

貸付利率

中小企業季節資金

組合

組.合員

部落産業
" 別

フ.フ%

フ.9

フ.フ

組合員 7.9

フ.5

変更

電気

フ.2%

フ.4

フ.2

フ.4

フ.0

6.8

6.5

5.0

6.3

引下げ率

テノレ
融

0.5%

0.5

0.5

0.5

0.5

0.2

0.2

0.2

0.2

フ.0

(例)官製ハガキ

6.フ

5.2

6.5

(注)1.ハガキー枚に1件を
厳守Lて下さい。

宣2.写真、イラスト、
伝文言があるものは
掲載できません。

第Ⅱ0号(第三種郵便物認可)

大切
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物
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トヨタのビジネスレンタ

奈良会議所ニュース 昭和52年11月10日(毎月1回]0日発行)

関西電 カ(株)奈良
支店長立花和

必要なとき、必要な場所て、必要な車
ご利用いただけます。お気軽にお電話

(

ノ^ーー^^一]゛^ー^「.ビ^『一"J-、]"ー^、]J^、、^^

、必要な時間だけ
ださい。

経営の合理化に
トヨタの力

月づきわずかなりース料てトヨタの新車が
利用てきます。お気軽にご相談ください。

i器粉町蔵トヨ可レニ,qリース奈良噐長す2223

リ
車のご用、うけたまわります

ース

産業



、

.

ノ

、

旅

風

食
'
'

、
A

尿
と
は
、
予
戒
,
と
の
出
会
い
で
あ

る
、
と
忠
っ
て
い
る
私
だ
小
ら
、
族

先
き
で
私
が
思
0
て
い
た
よ
う
な
も

の
、
そ
れ
、
鷲
色
で
あ
れ
人
で
あ
れ
、

又
物
で
あ
れ
或
し
は
何
か
の
風
習
で

あ
れ
、
そ
ん
な
物
(
或
い
は
事
か
)

に
出
逢
え
た
旅
に
は
確
実
な
、
ど
っ

し
り
と
し
た
充
実
祭
あ
る
。

つ
ま
り
、
良
い
旅
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
良
い
旅
は
こ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
も
っ
と
黙
冶
し
い
旅
が
も

う
一
つ
ぁ
る
。

忠
い
も
か
け
ぬ
比
逢
い
の
あ
る
旅

で
上
め
る
。

何
湃
も
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
私
の

予
感
を
見
吉
に
裏
切
っ
て
、
思
い
も

か
け
ぬ
素
晴
し
い
、
の
に
出
迂
え
た

時
に
は
、
そ
れ
こ
そ
そ
の
旅
は
生
涯

応
れ
得
ぬ
も
の
に
な
る
。

t
て
み
れ
ぱ
、
出
逢
い
と
は
、

不
爲
な
、
の
で
あ
る
。

ノ
ノ

'

ノ
/

゛
、,争
.冒

,

売
を
始
め
る
人
が
表

b
れ
る
の
も
当
然
。

そ
し
て
ょ
り
多
く
の

人
を
呼
ぶ
た
め
に
そ

の
這
を
よ
り
築
ポ
で

安
直
な
道
に
す
べ
き

彼
等
は
努
力
し
懐
備

す
る
。だ

が
、
そ
の
結
果

こ
の
心
に
は
出
逢
い

は
な
く
な
る
。
胸
と

き
め
く
出
逢
い
の
期

待
は
決
し
て
満
た
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

あ
り
あ
ま
る
↑
染
さ
と
安
直
さ
の

中
で
ば
人
々
の
好
寄
心
と
イ
一
＼
ジ
ネ

ー
シ
"
ン
は
、
ビ
ク
と
も
せ
ず
に
眠

り
こ
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

典
型
的
氏
観
光
地
の
団
体
旅
行
を

ぢ
ぇ
て
も
ら
え
、
は
す
ぐ
に
わ
か
っ
て

い
た
だ
け
る
筈
。
禦
寸
の
旅
行
は
旅

と
い
う
よ
り
は
移
動
宴
会
で
あ
る
。

あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
案
内
岸
手
の

確
認
旅
行
で
し
か
な
い
。

ゆ
き
t
さ
た
サ
ー
ビ
ス
、
度
を
こ

し
た
親
切
は
人
々
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ

ヨ
ン
も
本
当
の
好
寄
心
、
窒
息
さ
せ

る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
我
々

役
者
件
間
の
一
盲
塗
上
言
う
な
ら
ば

。
ほ
め
殺
し
'
の
状
態
な
の
で
あ

る
。
気
に
く
わ
な
い
役
者
を
駄
目
、

寄
っ
て
た
か
っ
て
誉
め
そ
や
せ
ば
半

年
で
そ
の
役
者
は
駄
目
に
な
る
と
言

う
、
何
と
、
'
の
悪
い
話
し
が
我

、コ
'

ー
=
ー
'
゛
.
霊
.
●
運
"
゛
晶
.
"

、

叩
弍
コ
、

5

'

典

そ
れ
が
予
期
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ

又
は
偶
発
的
な
、
の
で
あ
れ
、
出
逢

い
の
時
も
た
だ
の
一
点
で
あ
る
。
ど

も
ら
か
が
ほ
ん
の
少
し
ず
れ
て
も
そ

の
出
逢
い
は
あ
り
得
な
し
。

し
か
も
な
お
、
あ
る
出
逢
い
が
出

逢
い
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、

そ
れ
を
定
着
さ
せ
る
人
の
心
の
働
き

が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
も
っ
と
倫
を

す
す
め
る
な
ら
ぱ
、
あ
る
一
点
の
条

業
"
さ
れ
れ
ぱ
成
り
立
つ
出
逢

1
宕
意
味
で
は
無
限
で
あ
り

、

冏
題
は
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
受
"
と
め

定
着
さ
せ
る
人
々
の
心
の
側
に
あ
る

と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

"
つ
て
気
楽
で
安
直
な
道
と
そ

の
反
対
の
道
が
並
ん
で
い
れ
ぱ
初
め

の
道
を
行
こ
う
と
す
る
の
は
人
情
と

言
う
も
の
、
だ
ろ
う
。

よ
り
多
く
の
人
が
気
楽
で
安
直
の

道
を
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
行
け
ぱ
そ
こ
で
商

゛

m
ト

.

々
の
世
界
に
は
あ
る
の
で
あ
る
。

誉
め
殺
L
て
し
ま
っ
て
は
、
商
売

元
も
子
、
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
う

の
だ
が
、
こ
の
前
後
の
見
境
も
な
く

目
先
き
の
サ
ー
ビ
ス
に
こ
れ
努
め
て

し
ま
う
の
は
或
い
は
高
度
成
長
時
代

の
な
ご
り
な
の
か
。

欧
米
に
旅
し
て
彼
の
地
と
わ
が
国

の
観
光
、
旅
紀
対
す
る
意
識
の
格
差

倫
然
と
し
た
が
、
そ
の
*
を
大
声

あ
げ
て
力
め
き
ち
ら
し
一
刻
も
早
く

そ
の
遊
を
ち
ぢ
め
よ
う
と
は
慰
わ
な

あ
せ
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
物
事

、
0

Lは
順
中
を
路
ま
な
"
れ
ば
、
な
る
よ

う
に
は
な
ら
な
い
も
の
。
人
々
が
旅

さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
団
体
ぱ
な
れ

が
起
き
、
お
仕
着
せ
の
つ
ま
ら
な
さ

に
気
が
?
ミ
そ
し
て
府
分
の
発
見

し
た
素
晴
し
い
も
の
は
大
事
に
守
勺

て
ゆ
こ
う
と
川
^
い
、
^
の
ル
ー
ル
が

確
立
し
て
い
く
筈
で
あ
る
。

呪
段
階
に
於
け
る
私
の
旅
す
る
コ

ツ
は
、
先
ず
旧
遒
を
み
つ
け
だ
し
て

そ
こ
を
歩
く
。
新
し
い
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
の
開
け
た
眺
望
、
悪
く
は
な
い
だ

ろ
う
が
、
さ
び
れ
た
古
い
道
を
ゆ
っ

く
り
と
歩
け
ば
殆
ど
間
違
い
な
く
素

暗
し
い
発
見
が
あ
る
筈
。
そ
し
て
出

来
る
だ
け
里
人
と
は
さ
り
げ
な
い
会

話
を
か
わ
す
機
会
を
つ
く
る
よ
う
に

す
る
。
そ
れ
と
雑
貨
屋
を
見
つ
け
た

ら
必
ず
入
っ
て
み
る
。
今
ま
で
見
た

卓
、
な
い
よ
う
な
そ
の
里
の
生
活
の

道
具
が
新
L
い
出
津
い
の
糸
口
に
な

品
菓

食
衿
P

つ
て
く
れ
る
こ
と
確
実
で
あ
る
。
出

来
た
ら
士
産
物
、
そ
こ
で
見
つ
け
た

、
0

こ
う
し
て
名
も
な
い
里
を
歩
き

Lま
わ
れ
ば
人
た
が
定
評
あ
る
観
光
地

に
集
中
し
て
い
る
だ
け
に
、
良
い
旅

か
出
来
る
こ
と
は
ほ
、
ほ
間
違
い
な

、
0

そ
れ
と
最
後
に
良
い
旅
を
つ
く

Lる
岐
、
大
*
な
こ
と
を
一
つ
。
ど
ん

な
場
合
で
あ
れ
、
旅
さ
れ
る
側
の
里

人
に
対
す
る
思
い
や
り
は
決
し
て
忘

れ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
旅
の
ル
ー

ル
だ
け
は
何
と
し
て
む
確
立
し
た
い

と
思
 
0
 
て
い
る
。

5

゛

【
筆
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

昭
和
四
年
、
東
京
神
田
生
ま
れ
の

四
十
八
歳
。
東
京
六
学
経
済
学
部
卒

業
後
、
三
十
二
年
電
通
入
社
。
三
十

三
年
、
松
竹
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
以

来
二
十
年
間
、
俳
優
と
し
て
遜
。

著
ξ
多
く
、
「
く
い
し
ん
坊
万

才
」
「
渡
辺
文
雄
の
旅
か
ら
旅
へ
一

な
ど
が
あ
り
、
立
た
地
図
で
日
本
各

地
を
紹
介
し
た
「
波
辺
文
雄
の
ナ
イ

ス
ガ
イ
ド
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
木
、

書
い
て
い
る
。

.
'

沖

"
、
一
"

池

誓
写
・
魚

■
 
4

、
.

L

.

、

条

菓
厶
刀

冒
冒
」

.
り
.
一
'

.
ー
一

デ
,
.

'
●
 
1
 
:
,

'
ー
.
1
冒
.
'

ー
'

安
い
掛
金
で
幅
広
い
保
障

会
員
事
業
所
共
済
制
度

一

■

■

.
'
ー
:
ー
'

二三
一

1

,
安
い
掛
金
で
幅
広
い
保
障
が
得

ら
れ
る
"
と
会
員
事
業
所
で
斬
の

共
済
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

【
制
度
の
内
容
】

①
多
数
の
方
が
ま
と
ま
0
て
加
入

す
る
こ
と
に
ょ
り
、
「
規
模
の
利

益
」
が
得
ら
れ
安
い
掛
金
で
幅
広

い
高
額
の
保
障
霜
束
さ
れ
ま

す
。

②
病
気
・
災
害
に
ょ
る
死
亡
か
ら

傷
害
に
ょ
る
入
院
ま
で
業
務
上
外

を
問
わ
ず
常
に
保
障
さ
れ
、
ご
加

入
の
手
統
き
も
簡
単
で
す
。

③
税
額
面
で
の
特
典

▼
法
人
の
場
合
▲

法
人
が
役
員
、
従
業
員
の
た
め

に
負
担
し
た
掛
金
は
金
額
損
金
に

算
入
で
き
、
そ
の
掛
金
は
役
員
、

従
業
員
の
所
得
税
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

▼
個
人
事
業
所
の
場
合
▲

個
人
事
業
主
が
従
業
員
の
た
め

に
負
担
し
六
掛
金
は
全
額
必
要
経

費
に
算
入
で
ミ
そ
の
掛
金
は
従

業
員
の
所
得
税
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

⑥
利
益
配
当
金

一
年
ご
と
に
収
支
計
算
を
お
こ
な

つ
て
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合
に
は
配

当
金
と
し
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
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'
ー
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:
冒
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忌
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,
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N
.
●

一
.
一
'
.
三
N
三
.
三
一
'
一
.

,
((

●
保
障
の
範
囲
と
月
額
掛
金

金fム
ロ
し
か

そ
の
他
共
済
制
度
に
つ
い
て
詳

し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
当
所
立
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

T
E
ι
⑳
六
ニ
ニ
ニ

不
慮
の
事
故
に
ょ
る

子
各

第Ⅱ0号(第三種郵便物認可)

月曜日法律相談

火曜日経営相談

水曜日経理・税務相談

木曜日特許相談

金曜日金融相談

奈良会議所ニュース

10:00~12:00

13:00~15:00

13:00~15:00

13:00~15:00

9:00~17:00

当所では会員サービスの一環として専門相
談室を設けておりまt。
お気軽にど利用ください。なお利用される
方は事前(前日可)に当所までご連絡くださ
し、。

昭和52年11月10日(毎月1回10日発行)

ーーーー至一^月額掛金(概算)保障の範囲~~~ーー~ー_______
病気死亡(廃疾)保険金

災害死亡(廃疾)保険金
(病気死亡保険金を含む)

冒. ■三

第Ⅱ0号(第三種郵便物認可)

院給付金
(5日以上 120日以内)

仁コ

1,480円

200万円

400万円

140万円~
20万円

子、
凍

2,220円

お菓

300万円

1日につき
3,000円

、,1Ⅲ1111"^14川11"^

K

600万円

210万円~
30万円

3,700円

500万円

1日につき
4,500円

は徳村
種奈良県代理店

徳村商店

1,000万円

(

350万円(ン
50万円

5,180円

奈良会議所ニュース

700万円

1日につき
フ,500円

菓子食品部
冷凍冷菓部

1,400万円

四0万円~
70万円

村檎良代表 1恵
奈良市大森町24番地 TEL 0742-24-2001~4
奈良市川ノ上町14番地 TEL 0742-22-0122~3

1日につき
10,500円

し、
は

^

昭和52年11月10日(毎月]回]0日発行)
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信頼の大きさ・
近電工の
術で式

良い旅がしたい
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'

琵気・計衾・空調・防災・土木●取締役社長同本繁一
奈良支店長岸井英夫

相鱗談11・室・"^1^,"

'

脈動し、"
生命のシ
技術伽寉
近電工は

吸し、成長する都市の、
テムをつくる
かさ・・。
大きな信頼にこたえま「。
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.
一
、
、
一
凡
.
二
Ⅱ

一
十
一
月
は
予
定
納
税
1

い
う
結
論
を
得
た
か
ら
で
あ
っ
六
。

工
場
の
真
ン
中
へ
便
所
を
造
る
こ

と
の
是
非
は
さ
て
お
ミ
と
こ
で
考

え
た
い
の
は
、
大
企
業
は
資
本
が
大

き
い
の
に
経
営
に
つ
い
て
は
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
気
を
く
ば
っ
て
利
益
を

碓
保
L
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
反
L

て
、
中
小
企
業
は
資
本
が
小
さ

い
の
に
経
営
内
部
へ
の
配
慮
は

大
ざ
っ
ぱ
で
、
せ
っ
か
く
得
た

利
益
さ
え
戸
ス
に
し
て
し
ま
っ

て
し
る
と
V
う
対
照
的
な
現
状
で
あ

る
。
特
に
最
近
の
よ
う
な
低
成
長
期

に
は
こ
う
L
九
点
に
つ
い
て
も
っ
と

真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

.
一

一
=
晋
 
1
 
.
ニ
=
』
.
ニ
=
:
ー
ニ
ニ
一
一
一
一
=
=
.
ー
-
ニ
=
一
一
「
一
一
一
一
゛
ー
-
一
一
三
二
」
三
一
里
 
1
 
.
三
=
こ
一
一
三
.
ー
.
二
三
.
三
=

十
一
月
は
、
所
得
¥
走
納
税
第

二
期
分
の
習
月
。
お
忘
れ
な
い
よ

う
霜
早
め
罰
入
し
て
く
だ
さ
い
。

予
定
納
税
は
分
割
納
税

の
便
宜
を
図
る
た
め

所
得
税
は
、
一
年
問
の
所
得
と
税

額
を
白
分
で
H
し
、
翌
年
の
二
お

一
六
日
か
ら
三
月
一
五
日
ま
で
の
開

1
一
=
一
一
一
一
-
3

税
額
,
を
基
と
し
て
計
算
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
休
業
や
器
叩
な
ど
の

た
め
峡
本
年
は
前
年
ほ
ど
所
得
が

な
い
と
い
う
人
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
本
年
十
月
三
十
一
日
現
在
の
状

謬
よ
っ
て
本
年
分
の
所
得
を
見
積

つ
て
計
算
し
た
税
額
が
、
汰
の
よ
う

な
十
得
の
た
め
に
、
税
務
署
か
ら
通

知
さ
れ
た
税
額
よ
り
少
な
く
な
る
と

見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
子
定
麹
嶺

の
減
額
を
申
請
す
る
こ
と
、
か
で
き
ま

す
。①

廃
業
、
休
業
、
祭
、
条
な
ど

の
た
め
、
前
年
分
よ
り
所
得
が
減

小
ノ
す
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
。

②
地
震
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災

讐
や
盗
雌
横
領
に
ょ
っ
て
財
産

に
損
害
を
受
け
た
九
め
、
所
得
が

減
少
し
た
り
、
雑
損
控
除
が
受
け

ら
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
。

③
納
税
名
や
そ
の
家
族
が
柄
気
に
な

り
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

た
炎
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ

る
と
月
ル
込
ま
れ
る
と
き
。

④
結
婚
、
出
生
な
ど
の
た
め
、
新
た

に
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
が
受

も
同
粍
度
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
見

込
ま
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
前
年
の
所

得
を
基
と
し
て
汁
算
し
た
税
額
の
三

分
の
一
ず
つ
を
七
月
と
十
一
月
に
納

め
ま
す
。
こ
れ
を
、
予
定
納
税
制
度

と
い
い
、
七
打
に
第
一
期
分
を
、
十

一
月
掘
t
期
分
を
納
め
ま
す
。

そ
し
て
、
翌
年
の
三
見
、
確
定
申

告
に
ょ
っ
て
計
算
し
だ
年
税
額
か
ら

こ
の
予
定
納
税
額
を
差
引
い
た
額
を

第
三
期
分
と
し
て
納
め
ま
す
。

廃
業
や
被
災
な
ど
の

と
き
は
減
額
申
請
を

税
務
所
か
ら
通
知
さ
れ
る
予
定
納

税
額
は
、
器
の
と
お
り
前
年
の
納

け
ら
れ
る
こ
上
に
な
っ
た
と
き
。

⑤
新
た
に
、
障
害
者
や
老
年
者
、
寡

婦
、
勤
労
学
生
に
あ
て
は
ま
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

九
と
き

⑥
景
気
の
変
動
や
業
況
不
振
の
た
め

今
年
の
所
得
が
前
年
の
所
得
よ
り

柘
当
小
ノ
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る

と
き

予
定
納
税
額
の
減
額
申

請
は
れ
月
巧
日
ま
で

予
定
納
税
額
の
減
額
申
草
ナ
る

人
は
、
ト
一
月
一
工
日
立
で
に
「
予

定
納
税
額
の
減
額
申
請
書
」
を
祝
務

署
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
申
築
吊
紙
は
悦
務
署
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
減
額
申
請
が
提
出

さ
れ
る
と
、
そ
の
内
容
を
墾
て
申

請
寵
め
る
か
ど
ぅ
か
を
將
し
て

そ
の
結
果
を
書
面
盆
知
さ
れ
ま
1ナ」

ナ
。

戚
の
話
題
一

、
゛
ー
ー
$
ー
$
ー
、
f
1
κ

ぐ
イ
ホ
]
ム
を
つ
く
る
に
は
多

額
の
資
金
が
必
要
で
す
か
ら
、
あ

ら
ゆ
る
方
法
で
資
金
づ
く
り
を
す

る
こ
と
に
J
ば
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
ち
ょ
つ
と
気

を
つ
け
て
い
た
だ
き
た

い
の
ガ
贈
タ
"
の
譜
早
一

で
す
。

マ
家
族
の
預
金
を
使
っ

た
と
き

妻
や
子
供
の
預
金
を

買
入
資
金
に
充
て
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
こ
の
,
、
妻
や
子

供
か
ら
贈
与
を
受
け
た
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
、
そ
の
額
が
一
年
問

に
六
十
万
円
を
超
え
る
と
贈
芋
税

◇
◇
◇

田
中
さ
ん
ら
八
名
合
格

第
五
回
販
売
士
(
2
級
)
検
定

ガ
カ
カ
リ
ま
す

▽
親
な
ど
か
ら
借
金
を
し
た
と
き

親
な
ど
か
ら
の
借
金
に
つ

は
貸
偕
か
贈
り
か
の
事
実
の
認
定

を
め
ぐ
っ
く
、
と
か
く
ト
ラ
ブ
ル

が
お
き
る
と
と
が
あ

り
ま
す
。
「
あ
る
と

き
な
し
の
催
促
払
い
」

と
か
、
「
出
世
払
い
」

の
よ
う
な
借
金
は
、

実
資
的
に
贈
与
を
受

け
た
こ
と
と
変
り
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

贈
4
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
共
働
き
の
夫
婦
が
住
宅
を
買
っ

た
と
き

夫
と
妻
が
、
買
<
資
金
の
負
担

額
に
応
じ
た
共
有
名
義
に
す
る
と
、

贈
芋
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

1
労
働
保
険
事
務
組

第
五
回
販
準
全
級
)
検
定
が

先
月
五
H
、
轟
四
階
ホ
ー
ル
で
実

施
さ
れ
九
。

当
日
の
受
験
数
は
四
十
二
名
で
う

ち
八
名
が
合
格
(
合
俗
率
一
九
%
)

し
ナな

お
、
前
回
は
五
十
三
名
の
受
験

◇
◇
◇

'
、
、
、
、
、
(
弌
 
L

立
2
目
F
 
4

室
師
町

教
兵
L

木
原
E

叉
橿
T

ノ
ま
 
T

税
と
与贈

町
室
傍
數
訓
び
市
ね
原

、
つ
橿

南
脚

ザ
3

良
2
 
本
 
2

奈
1

1

鉄
2

国
)

部
器
鈴

本
町
(

園
西
N

キ
.
第
良
L

屋
市
L

士
良
E

部
E

富
奈
T
 
本
奈
T

一
＼

↓
ニ
タ

【
合
格
者
】
(
順
不
同
・
敬
称
略
)

田
中
鉄
己
(
ジ
ャ
ス
「
一
側
奈
良
店
)

辰
浜
碵
二
郎
(
松
下
住
設
機
器
鵠
)

谷
脇
幸
夫
(
い
づ
み
や
咽
六
和
高
田

店
)
・
浦
川
契
(
ジ
ャ
ス
コ
愉
奈

良
店
)
・
坂
本
幸
彦
(
鵠
阪
姦
田
)

奥
田
雅
則
(
側
阪
奈
飯
田
)
・
山
下

悦
郎
(
総
阪
姦
田
)
・
斎
藤
明

(
ジ
ャ
ス
コ
側
東
住
吉
店
)
 
1
以
上

八
名
。

そ
れ
に
平
均
出
勤
人
数
と
年
製
業

日
数
を
掛
け
る
と
大
き
V
金
額
に
な

つ
た
。
こ
の
賃
金
が
用
便
に
使
わ
れ

る
か
生
産
に
使
わ
れ
る
か
で
生
産
性

は
か
な
り
の
差
が
出
る
。
一
年
で
な

く
三
年
五
年
・
:
と
長
期
的
に
見
れ
ば

大
き
い
利
益
が
出
る
こ
と
に
な
る
と

利
用
を

に
ー
し
一
七
名
が
合
格
で
同

(
'
荒
.
誠
逸
)

〕
契
保
険
や
失
業
保
険
の
手
続
き

か
力
ず
ら
わ
し
い
と
思
っ
て
お
ら
れ

る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

当
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
業
主

の
力
に
代
わ
り
、
労
働
保
険
料
の
申

告
、
納
付
や
各
種
の
届
出
等
を
代
行

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
労
働
保
険
事
務
組
合
」

で
t
。千

統
き
は
簡
単
、
あ
な
た
の
事
業

所
合
N
化
に
兪
所
の
労
働
保
険
事

務
組
合
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

6

県
技
能
検
定
協
会
で
は
、
後
期
技
能
検
定
を
次
の

要
項
で
実
施
t
る
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
同
検

定
恊
会
(
奈
良
市
姦
Ⅷ
芸
嵜
一
三
四
1
E
L
、
U

四
三
一
七
)
ま
で
。

マ
受
検
申
請
受
付

昭
和
詑
年
W
月
稔
目
1
同
N
月
幻
日
ま
で
(
平
日

午
後
5
時
・
士
耀
日
正
午
ま
で
)

、
(

7

か
つ
て
、
あ
る
大

傘
が
、
そ
の
大
き

な
機
械
工
場
の
真
ノ

中
釡
操
で
立
派
な

水
洗
便
所
を
造
っ

た
。
そ
の
^
は
こ
う

で
あ
っ
光
。

(

企

当
時
各
璽
は
生

堕
性
向
上
の
た
た
め
経
営
改
善
を
競

つ
て
い
た
。
そ
の
企
業
で
は
、
次
第
に

騰
貴
す
る
貨
金
に
見
合
っ
た
生
産
能

率
を
あ
げ
る
た
め
、
作
誇
間
の
口

ス
を
作
業
環
境
の
改
善
の
中
で
減
ら

す
こ
と
を
考
え
た
。
そ
こ
で
、
工
場

内
で
従
業
員
が
機
械
を
は
な
れ
る
場

合
の
理
由
を
細
か
く
調
べ
る
と
、
用

便
の
た
め
機
械
を
は
な
れ
る
こ
と

が
、
が
な
り
高
い
比
率
を
占
め
、
し

▽
試
験

実
技
1
昭
和
記
年
Ⅱ
月
即
日
か
ら
昭
和
認
年
2
月

器
日
ま
で
の
う
ち
職
種
別
に
別
殆
定
日

学
科
1
昭
和
訟
年
2
月
謡

91

▽
合
格
発
表

昭
和
認
年
3
月
器
日

か
も
、
そ
の
一
回
当
り
の
所
要
時
間

(
征
碍
間
を
含
む
)
も
別
の
調
査

に
ょ
●
進
時
間
(
男
子
小
便
で
約

二
分
三
十
秒
)
の
二
倍
以
上
に
、
な

つ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し

て
考
え
た
。
そ
の
工
男
の
従
簀
の

一
分
当
り
一
人
の
質
金
を
計
算
し
、

大
切
な
細
か
い
配
慮
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
气
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

日
商
の
第
四
十
六
回
会
員
総
会
は

九
月
八
日
、
束
京
丸
の
内
・
東
商
ビ

ル
で
禽
各
都
市
の
商
1
会
議
所
会

頭
ら
約
五
百
名
の
も
と
に
、
福
田
首

相
を
は
じ
め
政
府
、
国
会
政
党
等

か
ら
の
来
賓
を
迎
え
開
催
し
た
。

冒
頭
、
永
野
日
商
会
頭
が
零
表

明
を
行
い
、
政
府
の
総
合
経
済
対
策

を
評
価
し
た
あ
と
、
「
政
府
お
よ
び

与
野
党
は
、
大
局
的
な
見
地
に
立
向

つ
て
、
茶
気
対
策
の
裏
付
け
と
な
る

補
正
予
算
を
速
や
か
に
成
立
さ
せ
る

よ
う
強
く
望
む
」
と
強
調
す
る
と
と

も
に
、
条
気
停
帯
が
統
く
現
状
に
対

し
「
不
況
業
種
に
お
い
て
、
業
界
が

立
直
る
ま
で
の
閻
、
生
産
調
恕
価

格
訓
整
を
弾
力
的
に
行
え
る
よ
う
、

独
禁
法
等
の
運
用
に
配
愈
し
、
業
界

の
自
助
努
力
を
支
援
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

一
方
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
福

田
首
相
は
、
政
府
黒
合
経
済
対
策

に
関
し
「
私
は
こ
の
施
策
に
ょ
り
六

七
%
成
長
の
実
現
に
確
固
た
る
自

信
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
だ
け

で
問
題
が
す
べ
て
解
決
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
中
小
傘
、
構
造
不
梁

種
対
策
の
推
進
を
平
行
し
て
は
じ
め

て
問
題
解
決
に
な
り
う
る
と
考
え

」
七
吾
明
し
た
。

こ
の
あ
と
、
^
^
^
^
^
り
、
^
^

五
十
一
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
同
収

支
決
算
商
王
会
議
砺
度
百
周
年

、
雲
行
事
に
つ
き
慎
重
審
議
に
ょ
り

可
決
。
最
後
に
政
府
の
行
政
改
革
大

綱
、

総
介
経
済
対
策
1
関
連
し
て

六
項
目
か
ら
な
る
決
淡
を
鳩
一
致

で
採
択
、
関
係
方
面
に
働
き
か
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
(
関
連
記
事
二
ペ

ー
ジ
)

利
引
下
げ
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四
中
小
企
業
の
不
時
の
際
の
寄
り

ど
こ
ろ
と
な
る
中
小
企
業
連
鎖
倒
産

防
止
共
済
制
度
の
速
や
か
な
実
施
と

小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度

に
つ
し
て
、
貸
付
金
利
の
引
下
げ
等

融
資
条
件
の
緩
和
、
融
資
枠
の
拡
大

に
は
か
る
こ
と
。

五
、
今
後
の
税
制
改
正
に
あ
た
っ
て

峡
長
期
の
不
況
下
に
体
質
の
弱
0

元
企
柴
の
活
力
を
さ
ら
に
失
わ
し
め

る
よ
う
な
安
易
な
増
税
を
避
け
る
と

と
も
に
、
民
問
希
投
資
を
促
進
す

る
た
め
、
投
資
減
税
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
0世

界
経
済
の
、
調
和
あ
る
発
展
を

＼
、は

か
る
た
め
、
先
進
国
と
の
鬮
際
協

d

決
議
:
゛
昌
=
ロ

一
、
総
合
経
済
対
策
の
畏
付
"
と
な

る
補
正
予
算
の
早
期
成
立
を
図
り
、

一
日
も
早
く
、
対
策
の
効
果
を
全
国

の
中
小
・
零
細
企
業
の
露
に
ま
で

浸
透
さ
せ
る
こ
と
。

ニ
、
行
政
改
革
大
綱
の
肉
づ
け
を
急

ぎ
、
企
業
や
国
民
が
真
に
望
ん
で
い

る
行
政
経
賓
の
節
減
、
行
政
の
効
率

化
・
簡
素
化
を
、
政
府
は
卒
先
垂
範

し
て
、
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

三
、
公
定
歩
合
の
引
下
げ
に
伴
い
、

一
般
市
中
金
利
の
引
下
げ
へ
の
浸
透

を
図
る
と
と
も
に
、
と
く
に
政
府
関

係
中
小
企
業
金
融
制
度
に
つ
い
て
は

既
往
貸
付
分
に
つ
い
て
も
、
そ
の
金

調
、
発
展
途
上
国
に
対
す
る
経
済
協

力
を
特
段
に
推
進
す
る
こ
と
。
と
り

わ
ω
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
を
中
心
と
す

る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
政
府

開
発
援
助
(
O
D
A
)
の
拡
大
に
努

め
る
こ
と
。

以
上
政
府
に
強
く
要
望
す
る
と
と

も
に
、
わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
は
、

一
致
団
結
し
て
最
善
の
努
力
を
払
い

当
面
す
る
長
期
か
つ
断
な
不
況
を

乗
り
切
っ
て
、
将
来
に
明
る
い
展
望

を
切
り
開
こ
う
。以

上
決
議
す
る
。

努
五
十
二
年
九
月
八
日

日
本
商
1
会
議
所

第
四
十
六
回
通
常
会
員
総
会

、

■
●
■
駆
■
■
■
■
■
圏
闇
■
■
■
■
■
■
叫
■
■
●
●
割
割
冒
明
旦
冨
屑
■
■
■
■
■
■
■
■
●
明
■
■
■
■
■
■
●
●
●
■
■
■
■
■
圏
写
明
司
■
圏
■
■
冒
軍
冒
冒
,
冒
冒
冒
■
■
冒
■
■
■
胴
■
■
■
■
■
■
罵
冒
■
■
制
■
.

.
ー1

t
か
し
戸
の
奥
さ
わ
や
か
に
石
仏

線
刻
の
石
仏
き
ょ
く
萩
さ
け
る

睡
蓮
の
真
昼
咲
き
澄
む
十
輪
院

広
緑
に
蔀
戸
床
し
萩
の
風

石
曼
茶
羅
に
影
の
綾
な
す
新
芒

濁
流
の
中
洲
に
あ
は
れ
月
見
草

穂
芒
や
彼
方
に
古
き
塔
見
え
て

光
り
初
む
欝
線
刻
石
曼
茶
一
街

漆
練
る
手
許
よ
り
秋
立
ち
に
け
り

避
暑
期
去
り
交
り
う
す
く
わ
か
れ
け
り

月
光
に
儒
れ
て
尾
花
は
し
ろ
が
ね
に

色
塗
目
覚
め
に
遠
く
ピ
ア
ノ
曲

ち
ち
ろ
鳴
く
ひ
と
り
湯
ぶ
ね
に
夜
の
ふ
け
て

●
盟
巨
風
買
冒
風
'
'
冨
旦
亜
,
■
■
■
●
,
■
冒
旦
冒
冒
'
:
■
冒
冒
:
■
■
肩
盟
盟
巨
圏
酉
■
盟
幽
風
■
盟
盟
盟
■
匡
胴
巨
巨
巨
直
巨
巨
専
賦
巨
■
■
.
冨
■
巨
血
置
匡
巨
■
冨
虚
■
.
■
喝
旦
圏
■
.
■
圏
圏
.
■
.
■
■
.

ー
ー

才
レ
で
グ

畷
む
制
、
カ

羨
、
タ

剣
1
"

b
 
'
=
漆
一
一

高
原
空
将
補
を
講
師
に

友
好
倶
楽
部
月
例
会
開
催

ル
、
、
、
、
、
、
、
リ

友
好
倶
楽
部
の
月
例
会
は
、
、
先
月

二
十
六
日
、
三
十
数
名
が
出
怜
L
、

午
後
四
時
す
ぎ
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
論
師
は
、
錦
一
線
航
街

司
令
等
を
歴
任
さ
れ
た
生
粋
の
ジ
エ

ツ
ト
メ
イ
ロ
ツ
ト
で
現
在
も
捕
訓
悍

を
握
っ
て
い
る
と
い
う
航
空
自
衛
隊

幹
穫
補
生
学
校
長
の
高
原
忠
敏
空

将
補
を
招
ミ
「
日
本
の
防
空
」
と

し
う
テ
ー
マ
需
債
を
拝
聴
L
た
。

識
無
了
後
、
曲
技
飛
行
で
有
名

な
フ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
映
画
を
観

賞
、
引
統
き
誥
帥
を
岡
ん
で
の
会
食

を
も
ち
、
日
程
を
終
了
L
た
。

"

制.
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t
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W
-

ノ

一
一

経
済
講
演
会
御
案
内

表
紙
で
御
案
内
の
と
お
り
、
今
月

二
十
四
日
(
木
)
午
後
二
時
よ
り
、

士
屋
清
氏
を
招
い
て
液
会
を
開

催
す
る
。
左
岑
て
製
ノ
加
く
だ
さ

、

、
゛
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お
好
み
呉
服

叩

←

忘
年
会
は

松
月
袷
日
開
催
予
定

昨
年
に
引
統
き
十
二
月
十
三
日
に

姦
忘
年
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す

詳
細
は
追
っ
て
連
絡
致
L
ま
す
。

【
ヨ
ガ
同
好
会
】

毎
週
火
曜
日
(
第
五
週
を
除
く
)

谷
村
靖
子
先
生
の
指
き
ょ
り
、
ヨ

ガ
体
操
を
実
施
し
て
い
る
。

【
ゴ
ル
フ
同
好
会
】

十
一
月
十
一
日
(
金
)
に
、
白
鳳

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
一
、
ン
ス
リ
ー

を
{
諾
す
る
。

【
陶
芸
会
】

毎
月
第
三
士
曜
日
に
古
瀬
尭
三
氏

宅
(
奈
良
市
赤
膚
町
)
で
開
催

Y
 
、
"
、゛

ー
」

、

争
、

←
4

ι
、

駆
旭
倉
庫
(
福
木
正
俊
取
締
役
社

長
)
は
、
こ
の
ほ
ど
業
界
と
し
て
始

め
て
県
知
事
の
「
優
良
営
業
倉
庫
」

の
認
定
承
諾
を
う
け
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
四
四
年
五
月
開
業

以
来
、
営
業
倉
庫
と
し
て
産
難
会

及
び
公
共
的
に
極
め
て
高
い
貢
献
度

劣
器
ら
れ
た
こ
と
に
ょ
る
、
の
。

今
週
は

「
税
を
知
る
週
間
」

今
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は

「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。
こ
の
週

問
は
、
国
民
生
活
に
深
い
つ
な
が
り

を
持
っ
て
い
る
税
金
に
つ
い
て
、
そ

の
仕
組
み
や
使
い
み
ち
な
ど
を
、
国

民
の
み
な
さ
ん
に
正
し
く
哩
解
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、乳.:Ξ、闇

^
ケームコーナ
遊技係
輕雑役

25

、U運1幸隱§二幸隱

インテリア

務

病"'

41 経

60

奈良市二条三n丁目1-9
大和郡山市丹後ノ庄町
生駒市谷田町1250

モ,Ξ,モ',ー

裂'ご婚礼家具
^ドレッサー

59

57

事務

5年

.

...■ケ■..^.、■、'Ξ,,■.゛■..

遊技関係姶年

墨汁製造 13年

1年
5年
]0年

1 "

110,000円佃曜.祝田

不問

不問

不問

不問

不問

8.30~5.30
^

80,000円

70,000円

奈良市

奈良市

太良市

奈良市

奈良市

1

'

]0.00~5.00

冨、.

60,000円 N'舮泌,■"御1 恕-1 厭(1W、γ1119)1 が;轟市不則11 奈良市 1 川、高小卒

J 普通自動車免詐、ニ、1〒,'、、ー、ー冷玉掛免m
ー' 1司^
」苫通自動冲.免詐
本 1、旧中卒J リフト1,、1司貨
右 1中卒大型内動小右クレーン免'汗

' 1こ

魂Ⅱ0号掲載分

、ノゞ!1
、ーノL

1 フミ'

<通不ル」小良市"、",等記2",

歴・資格

劣§良市 ylh-ー

ノ,

、-1 「」/1;ーく T、、、

^^^

ゾイ
く く"、、、

第Ⅱ0号(第三種郵便物認可)

栄養士免有
7 Jご

「ヲコ↓"、'

内外 国
特許・実用新案・意匠・商標

」出願_・蜜判・鑑定・相談・侵害事件・訴訟(奈良商工会議所中小企業相談所顧問?相談日第、木曜日)ダ

田内外国特許事

営業

卸マ
門御
町ダ
ール
、ーマ

弁理士
'士

大阪市東区瓦町2丁目9番地
(堺筋本町北へ20om東伯レ、ラダビル8 F)

電話大阪(06) 227-郭35~5557

奈良会議所ニュース

薬局
j"J
針堀
灸 凶
?目
療

四下

1・4・1置希ミ等
」3 ぎシ、'ミ"、戸、",

電 0742 (33) 7671
電 07435 ( 6 ) 2731
電 07437 (4 ) 2181 益二賢

慧

昭和52年11月10日(毎月1回10日発行)

書斎家具
敷物
お台所用家具
ベビー用家具
座敷机

Ⅲ」

.^■■盟盟^^,■●●^^圏■冨巨^^■■■●^^■●●●^^旦■可巨^^■里●●^^■■■■^^■盟■●^^●●冒●^^●

ご自身の巣をもつということは・・・・

τコ
ロロ

,、(

ご婚礼組夜具
応接セット
y、t ツド
カーテン
事務用家具
ノひームアクセサリー
タンス

.

ノ、

、フレストラン

C.ぞ_ン《"
営業時間 9:00~22:00
0ぐブタイム 17:00~羽:0ω

■^■●虚●^^盟冒●■^^里圏●冨^^●尾嘘●^^..■■^^.■..^^..圏.^^....^^邑...^^闇盟圏キ^エ

ボトルキープ

良心的な価格・正札販売の店

ニッカG&G 3,000円
スーパーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円

七

奈良商工会議所会館地階


